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７ 道内の市町村、学校、家庭や地域の取組事例

(1) 市町村教育委員会の取組

【幼保小中合同による講演会】

① 生活習慣・学習習慣の確立
～地域が一体となって子どもの学びを支える体制づくり～

【Ａ市の９年教育プログラム】（小26校、中14校）

幼児期から小学校・中学校を通じた一人一人の学びと育ちをつなぎ９年間の義務教育の期間を充実させるた
めに、市教委が「９年教育プログラム」を作成し、「エリア・ファミリー構想」を中核として学校・家庭・地
域が連携した取組を進めています。

○○市

【小中連携による学習サポート】

〈取組のポイント〉
都市部において、地域の連携を促すため、中学校区を一つの家族として考える「エリア・ファミリー構想」

を推進し、小・中学校と幼稚園や保育所等が連携して子どもの学びと育ちを支える体制を整え、エリアごとに
教職員等による交流や研修会、保護者向けの講演会を実施するなどの取組を進めています。

② ９年間の連続性を踏まえた指導
～小中一貫教育の導入に向けた仕組みづくり～

【Ｂ町の小中の一貫した取組】（小２校、中２校）

町教委が中心となり、小中一貫型小学校・中学校の設立に向けて、小・中学校での連携による９年間の連続
性を踏まえた指導の充実や学習習慣の定着に向けた取組を推進しています。

〈取組のポイント〉
各中学校区において、小中合同の交流研修会を定期的に開催し、小中一貫教育の推進体制を整えるとともに、

学習規律や家庭学習、基礎・基本の確実な定着など、小中共通で取り組む事項を明確にするために、小・中学
校の教職員が交流する機会を設定しています。

【９年間の指導の系統図】

各中学校区において、９年間の指導の系統図
を作成し、各教員が学年のつながりを意識して指
導できるようにしています。

【発達の段階に応じた「家庭学習の手引」】

９年間での家庭における学習
習慣の定着に向けた取組を「ド
リカムプロジェクト」として整理し、
小・中学校の各家庭に配付し、
学校と家庭が一体となった取組
を進めています。

【中学校で授業を受ける小学生】

夏、冬休み中には、地域の方
が先生方と一緒に子どもの学習
をサポートしています。

同じ校区に住む保護者を対
象に、子育てについての講演
会などを実施しています。
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③ 地域の教育力の活用
～民間の学習塾と連携した基礎・基本の定着～

【Ｃ市の「Ｓスタディ」の取組】（中10校）

「社会総がかり」で子どもの可能性を伸ばすことが極めて重要であると考え、その体制づくりの一つとして
地域にある教育力を活用して、学習塾と連携した土曜学習会を行っています。

〈取組のポイント〉
市教委は、学習の積み上げが必要な数学や英語の基礎を定着させたり、学ぶ意欲を喚起させたりすることが

できる場を生徒に提供するため、生徒が苦手としている単元や定期テスト及び学力テストに対応した内容を中
心に、外部講師による学習会を実施しています。

④ 生徒による主体的なアウト・メディアの取組
～生徒が主体的に生活習慣・学習習慣を考える場の設定～

【Ｄ市の「生活・学習Ａｃｔサミット」】（中25校）

テレビ、インターネット、携帯電話、スマートフォン等のメディアのよりよい利用の仕方について、生徒が
主体的に考えることができるよう、市内中学校の生徒会役員が協議する「生活・学習Ａｃｔサミット」を開催
しています。

〈取組のポイント〉
市教委等が中心となって、中学生が生活習慣や学習習慣について考える機会を設定しています。各中学校に

おいて、ガイドラインに沿って生活習慣・学習習慣の改善につなげる取組を生徒会が中心となって進めるとと
もに、校区の小学校児童会と連携しながら、児童生徒主体の取組を広げていきます。

【土曜学習会「Ｓスタディ」】
１ 目的
○ 生徒の基礎・基本の定着を目指し、実施します。
○ 学習に対する困り感を克服するきっかけとして実
施します。

２ 内容
○ 指導者
・学習塾の講師が指導に当たります。

○ 内容
・教科は「数学」と「英語」です。
・必ず身に付けてほしい「基礎的な内容」を学習し
ます。

３ 受講
○ 希望するすべての生徒が受講できます。
○ 受講料は無料です。

４ 予定
○ ８月から各学年とも９回実施します。 外部講師による数学の授業生徒アンケートの結果

生徒は、「自分を大切に」「仲間を大切に」「家族を大切に」という視点で、９つ
のグループに分かれて協議しました。また、弁護士や臨床心理士などの専門家、
保護者ら16名が参加し、協議に加わり、「取組のガイドライン」を作成しました。


